
第５回東京都北区資源循環推進審議会 

 
平成 25 年 4 月 24 日   

午 後 ２ 時 開 会   

第 二 委 員 会 室   

 
次  第 

 
○ 開 会 

 
○ 会長挨拶 

 
議  題 

１ 戸別収集の地域拡大について 
２ 家庭ごみの有料化について 

３ その他 
 
（１）次回 第６回審議会の開催日程について 

・日時 平成２５年６月１９日（水）午後２時 
・会場 北区議会第二委員会室 

（２）第７回審議会の開催日程について 
・日時 平成２５年８月２８日（水）午後２時 
・会場 北区議会第二委員会室（予定） 

 
○ 閉 会 

 
 
 
 
 

 
《配付資料》 

資料１   検討テーマ５ 戸別収集の地域拡大について 
資料２   検討テーマ６ 家庭ごみの有料化について 
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検討テーマ 5 戸別収集の地域拡大 

 

■エコープラン２０１８（北区一般廃棄物処理基本計画）での記述 

５ 個別計画 

（３）環境負荷の少ない適正なごみ処理・処分システムの構築 

①収集・運搬計画 

ア 効率的な収集運搬体制の構築 

収集運搬体制は、可能な部分は委託化を促進し、収集運搬計画等の企画・

立案、排出指導等へ人材の重点化を図るなど、効率的な清掃事業を目指す。 

施設整備に関し、清掃関連施設の再編・統合を検討するなど将来の施設

整備に向けた検討に着手する。不燃ごみ中継所については、将来的なあり

方について検討する。なお、当面の課題として清掃工場の隣地を確保し、

粗大ごみのストックヤードの整備を検討する。 

収集運搬車には、低公害車の導入を促進するとともに収集ルートの検討

など、低炭素社会にも配慮した取り組みを促進する。（Ｐ40） 

■資料 

北区のごみ減量・リサイクルに関するアンケート調査から 

品川区の戸別収集実施前後のごみ量・収集費推移 

家庭ごみの減量化に関する施策調査（２３区）から 

 

 

※申し訳ありませんが、北区の戸別収集等の現状については、資料作成中のた

め席上配布とさせていただきますのでご了解ください。 

資料１
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2001 2005
(ﾓﾃﾞﾙ収集

開始)
(戸別全域

拡大)

93,473 92,277 90,292 90,050 86,993 85,104 84,438

可燃
（ｔ）

71,093 70,397 68,599 67,631 64,765 63,331 62,890

不燃
（ｔ）

19,776 19,787 19,927 20,447 20,247 19,717 19,446

粗大
（ｔ）

2,604 2,093 1,766 1,972 1,981 2,056 2,102

934 792 1,071 1,057 1,005 1,122 1,028

年度 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
ごみ量 93,473 92,277 90,292 90,050 86,993 85,104 84,438
収集運搬費 934 792 1071 1057 1005 1122 1028

　２）2002‐3年度における収集運搬費増加は、品川清掃工場建替工事に伴う運搬距離の延伸。

年　　度 2000 2002 2003 2004 2006

区収集ごみ量（ｔ）

収集運搬費（百万
円）

品川区の戸別収集実施前後のごみ量・収集費推移

注１）2001年度における収集運搬費減少の主因は、ごみ減量に伴う雇上車5台の削減。
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検討テーマ 6 家庭ごみの有料化 

 

■エコープラン２０１８（北区一般廃棄物処理基本計画）での記述 

○個別計画 

（１）区民・事業者・行政の協働による３Ｒへの取り組みの推進 

③行政によるごみの発生・排出抑制及び資源化のための施策 

ウ 家庭ごみの有料化の検討 

北区では、家庭ごみのさらなる削減を目指すため、家庭ごみの有料化に

ついて検討を進める。検討にあたり、清掃事業の効率化とサービスの向上

を図ることを前提とし、①料金体系や料金水準、手数料徴収方法、手数料

の使途と運用などの有料化の仕組みから、②住民や事業者との連携などに

関する有料化の導入までの経緯や運用方法、③有料化導入後の評価と見直

しなど、有料化導入自治体の事例調査などを実施した上で検討する。 

（Ｐ36） 

■資料 

北区のごみ減量・リサイクルに関するアンケート調査から 

全国市区町村の有料化実施状況 

多摩地区のごみ実態調査から 

多摩地区有料化導入５市のごみ排出量推移 

家庭ごみの減量化に関する調査（２３区） 
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総数 有料化実施 有料化実施率

市区 812 442 54.4%

町 746 512 68.6%

村 184 119 64.7%

市区町村 1742 1073 61.6%

全国市区町村の有料化の実施状況（2013年4月現在）
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東洋大学経済学部　山谷教授ホームページから



資料　2-10

多摩地域ごみ実態調査平成２３年度から



　　多摩地域有料化導入市の家庭ごみ原単位・資源回収率 （単位：ｇ／人・日、％） 多摩地域ごみ実態調査（各年度版）

大袋価格 （A) （B) （A+B） （B/（A+B)） （B/（A+B)） （B/（A+B)）

市名 （円） 可・不・粗 資源物
 家庭ごみ
排出量

資源回収率 可・不・粗 増減 資源物 増減
 家庭ごみ
排出量

増減 資源回収率 可・不・粗 増減 資源物 増減
 家庭ごみ
排出量

増減 資源回収率

八王子市 75 668     84       752     11.2% 476     -28.7% 152     81.0% 628     -16.5% 24.2% 450     -32.6% 139     65.5% 589     -21.7% 23.6%

調布市 84 574     261     835     31.3% 433     -24.5% 357     36.8% 790     -5.3% 45.2% 395     -31.2% 314     20.4% 709     -15.1% 44.3%

町田市 80 596     125     721     17.3% 490     -17.8% 141     12.8% 631     -12.5% 22.3% 468     -21.5% 120     -4.0% 588     -18.4% 20.4%

多摩市 60 552     207     758     27.2% 457     -17.1% 214     3.8% 672     -11.4% 31.9% 459     -16.8% 214     3.8% 674     -11.2% 31.8%

西東京市 80 536     189     724     26.0% 391     -27.1% 236     25.4% 627     -13.4% 37.7% 387     -27.7% 234     24.0% 621     -14.2% 37.7%

導入前年導入翌年導入５年目または２０１０年度

八王子市 752     628     589     　 導入前年導入翌年導入５年目または２０１０年度

調布市 835     790     709     八王子市 11.2 24.2 23.6       
町田市 721     631     588     調布市 31.3 45.2 44.3
多摩市 758 672 674 町田市 17 3 22 3 20 4

導入前年度 導入翌年度 導入5年目年度または2010年度

（A) （B) （A+B） （A) （B) （A+B）
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37 740
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有料化導入に伴う資源回収率の推移（多摩地域５市）

多摩市 758     672    674   町田市 17.3 22.3 20.4
西東京市 724     627     621     多摩市 27.2 31.9 31.8

西東京市 26 37.7 37.7752 

628 

589 

835 

790 

709 
721 

631 

588 

758 

672 

674 
724 

627 
621 

550 

600 

650 

700 

750 

800 

850 

八王子市

調布市

町田市

多摩市

西東京市

（単位：ｇ／人・日）

11.2

24.2
23.6 

31.3

45.2
44.3

17.3 22.3
20.4

27.2

31.9
31.8

26

37.7
37.7

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

八王子市

調布市

町田市

多摩市

西東京市

（単位：率％）

資料　2-11



　　　家庭ごみの減量化に関する施策調査（２３区）から　平成２５年３月実施

検討済み

６区 26%

検討審議中

２区 9%

今後検討予定

９区 39%

検討しない

５区22%

家庭ごみ有料化についての

検討状況(２３区）

全区一斉に実

施したほうが

よい １１区
48%

その他・意見

なし １２区

52%

家庭ごみ有料化の実施方法の意見

全域 １区

4% 一部地域 ３

区13%

希望者のみ

４区

17%

その他３区

13％

実施予定なし

１２区

52%

戸別収集２３区の状況と意向

※その他とは、高齢

者、障害者など対象

を限定している。
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１ 滝野川地区における戸別収集モデル実施の実績 

（１）ごみ量の推移について 

   ※ 滝野川地区では、戸別収集を平成１２年度から順次拡大し、１４年２月から地域

内全域実施 

 ① 可燃ごみ                             （単位：ｔ） 

  平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度

滝野川 20,411 18,224 17,990 17,196 17,047 16,444 

王子・赤羽 53,051 49,134 48,482 46,741 46,615 44,701

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 不燃ごみ                              （単位：ｔ） 

  平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度

滝野川 6,257 5,915 5,845 5,620 5,682 5,647 

王子・赤羽 15,425 15,518 15,419 15,302 15,635 15,294
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（２）増減率の推移について 

   ※ 平成 12 年度の数値を 100 とした場合の各年度の増減率 

 ① 可燃ごみ 

  平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度

滝野川 100.0% 98.7% 94.4% 93.5% 90.2%

王子・赤羽 100.0% 98.7% 95.1% 94.9% 91.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 不燃ごみ 

  平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度

滝野川 100.0% 98.8% 95.0% 96.1% 95.5%

王子・赤羽 100.0% 99.4% 98.6% 100.8% 98.6%
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２ 戸別収集の地域拡大実施に伴う王子・赤羽地区の収集箇所数の増加 

平成 24 年度現在 戸別収集実施後 およその増減数 

集積所（集合住宅を含む。） 7,278 
34,800 25,800

戸別収集 1,690 

訪問収集 536 400 －140

合計 9,504 35,200 25,660

 

  【参考】滝野川地区の平成 24 年度現在の収集箇所数 

集合住宅 3,376 

戸別収集 13,781 

訪問収集 67

合計 17,224 

 

 

３ 戸別収集の地域拡大実施に伴う経費負担の増加 

   ※ 戸別収集により作業効率が低下することによる車両・人員の増加による。 

 増 加 内 容 金  額 

雇い上げ車両経費 
作業能率の低下に伴う増車 

小型プレス車 5 台、小型特殊車 2台、軽小型ダンプ車 3 台
120,000,000

作業員雇用経費 
増車に伴う作業員の増加 17 名/日 

小プ 2名/台、小特 2名/台、軽小ダ 1名/台 
80,000,000

合 計  200,000,000
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１ 北区清掃事務所における収集体

（１）平成 25 年度北区清掃事務所

（注 1）小型プレス車 15 台のうち

（注 2）不燃ごみ収集車両のうち、

（注 3）粗大の大型プレス車は、清

 

（２）車両と用途 

車 種 

 
小型プレス車 

23 区

取り付

両に比べ

燃ごみの

  

種別 
収集 

回数 
収集地域 

収

(

可燃 週 2 回 

滝野川 

※狭小対策を含む。

王子・赤羽 

※狭小対策を含む。

(※注 1) 

不燃 月 2 回 

滝野川 

王子・赤羽 

(※注 2) 

粗大 

(委託) 
事前申込 

区内全域 

(※注 3) 

資源 

(委託) 
週 1 回 

滝野川 

王子・赤羽 

合 計 

※粗大を除く 

滝野川 

王子・赤羽 

体制 

所作業計画 

ち、1 台は変則ダブル・積替え作業用のため

（ ）書きは可燃ごみと併用している車両

清掃事務所から中防までの中継車両のため

用   途 

区の清掃事業で最も多く稼働している車両。荷

けられており、ごみを押し詰めながら積み込む

べ、かさばったごみも効率よく収集することが

の収集に使用している。 

収集量

(ｔ/日) 

稼働清掃車両 作業員 

車 種 台数 人/台 計 

56.0

小型プレス車 6 2 12

小型特殊者 3 2 6

軽小型ダンプ車 10 1 10

157.6

大型ダンプ車 1 3 3

新大型特殊車 1 2 2

新中型特殊車 1 2 2

小型プレス車 15 2 28

小型特殊車 4 2 8

軽小型ダンプ車 4 1 4

2.9 軽小型ダンプ車 3 1 3

7.9

新中型特殊車 (1) (2) (2)

小型プレス車 (1) (0) (0)

軽小型ダンプ車 7 1 7

11.0

大型プレス車 1 0 0

小型ダンプ者 4 2 8

軽小型貨物車 1 1 1

12.5
普通貨物車 2 2 4

軽小型貨物車 2 1 2

21.5
普通貨物車 4 2 8

軽小型貨物車 2 1 2

71.4  26  37

187.0  39  64

め作業員は 0 名。 

両台数。 

め作業員は 0 名。 

荷箱に圧縮装置が

む。回転板式の車

ができる。主に可

搬入先 

(ｔ/日) 

北清掃工場 

192.7

板橋清掃工場

13.4

 

豊島清掃工場

7.5

不燃ごみ処理センター

0.7

堀船作業所 

10.1

粗大ごみ破砕処理施設

11.0

資源業者ヤード

34.0

 

参考資料

追加資料-5



車 種 

 

小型特殊車 

圧縮機

さいため

いる。主

 

軽小型ダンプ車 

小型特

る。ダン

直接搬入

 

大型ダンプ車 

 UR 住

貯留槽）

ごみを落

 

新大型特殊車 

100

しても

が付いて

するこ

 

新中型特殊車 

 新大型

車が進入

燃ごみ

 

大型プレス車 

強力な

ができる

えて、中

粗大ごみ

 

小型ダンプ車 

不燃

に使用。

プアップ

施設」ま

 

普通貨物車 

圧縮装置

さが二段

紙）回収

 

軽小型貨物車 

軽小型

が、ダン

さない。

 

 

用   途 

機能はないが、小型プレス車に比べて車両幅を

め、小型プレス車が進入できない狭小な路地で

主に可燃ごみの収集に使用。 

特殊車さえ進入できない極めて狭小な路地で

ンプ機能を有していることから、収集したごみ

入することができる。主に可燃ごみ・不燃ごみ

住宅等一部の集合住宅に設置されているごみホ

）からの収集に使用する。ホッパー排出口の下に

落下させて収集する。可燃ごみの収集に使用。

0 世帯以上の大規模な集合住宅ではコンテナに

らっている。車両後部にはコンテナを持ち上げ

ており、コンテナをセットすれば自動で逆さに

とができる。可燃ごみ・不燃ごみの収集に使用

型特殊車と同様にコンテナ傾倒装置が付いてお

入できない集合住宅のコンテナ集積所での作業

・不燃ごみを収集に使用。 

な圧縮装置を取り付けた大型車で、大量のごみ

る。小型ダンプ車で清掃事務所に集められた粗

中央防波堤内側にある「粗大ごみ破砕処理施設

みの中継車両として使用。 

ごみ収集に使用する区もあるが、北区では粗大

。収集した粗大ごみは、清掃事務所敷地内の粗

プして降ろし、大型プレス車に積み替えて「粗

まで運搬する。 

置やダンプ機能等のない普通の貨物車、荷箱の

段階で変わり、効率的な積込み作業を可能にし

収に使用。 

型ダンプ車と同様に、極めて狭小な路地での

ンプ機能を有していないことから、清掃工場等

。粗大ごみの収集や資源（古紙）回収の狭小路

を抑え、荷箱も小

での作業に適して

での作業に使用す

みを清掃工場等に

みの収集に使用。

ホッパー（ごみの

に荷箱を着けて、

。 

によりごみを排出

げ反転させる装置

にし、ごみを投入

用。 

おり、新大型特殊

業に使用する。可

みを積み込むこと

粗大ごみを積み替

設」まで運搬する。

大ごみの収集のみ

粗大中継所でダン

粗大ごみ破砕処理

のあおり部分は高

している。資源（古

の作業に使用する

等への搬入には適

路地対策に使用。
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２ 滝野川地区における狭小路地での戸別収集実施状況 

（１）小型特殊車による収集状況 

 ① 車両が進入できない路地は、収集職員が路地奥からごみを引き出す。 

  

 

 ② 車両が通り抜けられない路地は、ぎりぎりまで進入してごみを引き出す。 

  

 

 ③ 集めてきたごみを積み込む。 
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（２）軽小型ダンプ車による収集状況 

 ① 軽車両さえ進入できない路地は、手作りの台車と容器を使用してごみを引き出す。 

 

 ② 状況により、運転手・収集職員が協力してごみを集める。 

 

 

 ③ 集めてきたごみを積み込む。 
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